
主要施策

 基本目標及び基本方針を達成するための主要施策を以下に設定。

基本目標① 交流を支え都市の魅力を高める
〇基本方針

・都心ゾーンの公共交通利便性の向上

①主要な公共交通軸の利便性向上

②都心ゾーンにおける新たな交通手段の検討

・多様な交通モードとの連携強化

③交通結節点・乗換拠点の整備

④公共交通の待合環境等の整備

⑤自転車との連携

・交流の活性化を担う拠点へのアクセス性の強化

⑥都心ゾーンへのアクセス性の向上

⑦大規模開発との連携

⑧観光交流の促進に向けた交通環境の整備

基本目標② 地域のニーズにあった地域主体の交通
〇基本方針
・地域の実情に合わせた輸送資源の見直し

⑨多様な輸送資源の活用検討

⑩バス路線の見直しと確保・維持

・地域が自らデザインする交通モードの導入

⑪コミュニティ交通導入基準の策定

基本目標③ 人と環境にやさしい交通
〇基本方針
・だれもが利用しやすく、安全・安心な交通の実現

⑫鉄道輸送の安全確保

⑬交通バリアフリー化の推進

⑭移動制約者に対する支援

⑮運賃制度の改善、運賃割引制度等の導入

⑯運転手確保策の実施

・地球環境問題への取り組みの推進

⑰モビリティマネジメントの実施

⑱環境へ配慮した車両の導入

基本目標④ 新たな社会に対応したスマートな交通
〇基本方針

・ICT技術を活用した新たな交通サービスの実現

⑲MaaS等の新技術の活用

⑳公共交通利用案内等の充実

・コロナ禍に対応した公共交通の実現

㉑新しい生活様式に対応した公共交通利用の周知・啓発

【基本理念】
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施策事業の内容

②都心ゾーンにおける新たな交通手段の検討

【基本理念】
都心ゾーンのうち康生地区～東岡崎駅周辺地区における買い物や通院など、市民生活の利便性向

上のため、都心ゾーンの回遊性を向上する新たな交通手段（電動キックボードやグリーンスローモ
ビリティ等）の導入を検討します。

④公共交通の待合環境等の整備 【基本理念】

利用者が快適にバスを待つことができるように、鉄道との結節駅にあるバス停
や利用の多いバス停から優先的に上屋・ベンチの整備を進めます。また、現在稼
働しているバスの運行情報が分かるバスロケーションシステムの表示機の設置な
ど利用者の利便性の向上を図ります。
環境等の整備については、バス停をその機能ごとに分類し、その機能に応じた

整備を検討するとともに、整備の優先性を整理します。

【基本理念】 出典：岡崎市HP

③交通結節点・乗換拠点の整備

複数の交通手段が接続し乗換えが行われる場所を交通結節点として整備することにより、公共交通機関のアクセスを充実させ、公共交通利用環
境の向上を目指します。また、名鉄東岡崎駅等の鉄道駅でのサイクル・アンド・ライドやキス・アンド・ライド等の整備を進め、乗換えのしやす
い快適な待合環境の整備を進めます

①主要な公共交通軸の利便性向上
【基本理念】人口減少社会の急激な進展を背景に、医療・商業施設や住居などがまとまって立地し、公共交通によりこれら施設等にアクセスすることができる都市

構造として「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の視点での施策の展開が求められています。
本市ではこの考えに基づいた「立地適正化計画」の考え方との整合を図りながら、鉄道・バス・タクシー事業者など多様な交通事業者と連携して公共

交通ネットワークを確保・維持するとともに見直しをしていきます。都市及び地域の拠点間を結ぶ公共交通ネットワークを公共交通軸と位置づけ、一定
のサービス水準を確保するとともに利便性の向上を図ります。

出典：宮崎市HP出典：株式会社LUUP HP
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施策事業の内容

⑥都心ゾーンへのアクセス性の向上

【基本理念】

中心市街地を含む都市機能の集約を進める康生地区～東岡崎駅周辺地区～岡崎駅周辺地区において、現在整備が進められている東岡崎駅北口駅前広
場整備を中心とし、公共交通によるアクセス性を高めることによって、都心ゾーンでの都市整備との連携を図ります。

⑦大規模開発との連携

【基本理念】

阿知和地区ではスマートインターチェンジや工業団地の整備に向けた検討を進めており、また、岡崎市東部の本宿駅周辺では大規模商業施設の開発
が予定されています。このような大規模開発等と連携し、進出企業との連携や既存路線の再編について検討します。

⑧観光交流の促進に向けた交通環境の整備

【基本理念】

交流を促進するため、利用案内の充実とあわせ主要な観光施設等を周遊するバスやタクシー
等を活用したルート設定など、交通環境の整備を検討します。
ロケ地を観光に活用したロケツーリズムに関しては、朝ドラや大河ドラマなど、そのインパ

クトも大きいことから、その地域での持続的な観光振興の取り組みにつながる観光資源として
有望であると考えられます。ロケ地の観光面での活用や、地域活性化を支援する交通環境の整
備を検討していきます。
またジブリパークやリニア中央新幹線開業等を見据え、鉄道等の機能強化等にむけて関係自

治体等と連携を図ります。

出典：岡崎市HP

⑤自転車との連携 【基本理念】

近年自転車は身近な移動手段として、日常生活で多くの方に利用されていま
す。また、環境保全や健康意識の向上で、自転車利用ニーズはさらに高まっ
ています。自転車通行空間整備の効果を最大化するために、「岡崎市自転車
ネットワーク計画」との連携を図ります。

出典：岡崎市自転車ネットワーク計画
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施策事業の内容

⑨多様な輸送資源の活用検討 【基本理念】

地域の実情に合わせた交通手段の見直しとして、必要に応じてダウンサイジング（車両の小型化、経路やダイヤの見直し等）による最適化を図ります。

⑩バス路線の見直しと確保・維持

【基本理念】

地域や交通事業者との連携による公共交通の利用促進の取組みを行うとともに、地域住民のニーズにあった運行内容への改善やバス停の新設・変更
等により利用しやすい路線を目指し見直しを進めます。また、バス事業者より廃止申出のあった赤字バス路線等に対しては、必要性を検討の上、バス
ネットワークの確保や地域住民の日常生活の移動手段の確保の観点からこれらの維持に努めます。

出典：地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（国土交通省HP）（一部修正あり）
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コミュニティバス
（定時定路線）

（例）額田地域

（例）六ツ美中部学区



施策事業の内容

⑪コミュニティ交通導入基準の策定 【基本理念】

地域主体の交通の実現のため、地域内交通検討の組織を6か所で設立していますが、ルール作りについては現在検討中の段階にあります。地域の移
動ニーズに対応した交通体系を構築するため、多様な移動手段を地域が選択できるルール作りを行います。定期的に評価・検証を行うことで、地域の
ニーズや利用実態にあった運行となるように改善を図ります。
地域の多様なニーズに対応するため、タクシー事業者の活用の検討を踏まえたうえで、NPO法人や自治会等が主体となった、共助による移動手段確

保策の導入に向けた検討を行います。

【基本理念】

出典：岐阜市コミュニティバスについて（国土交通省HP）
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地域住民が主役となる

市民協働の手づくり
移動手段の確保

例）バス・タクシー等の活用



施策事業の内容

⑫鉄道輸送の安全確保 【基本理念】

鉄道について安全安定輸送のため耐震対策等を働きかけていきます。 なかでも、愛知環状鉄道線については関係
自治体等と連携し、高架橋の耐震対策、線路・電路など設備の修繕・更新を促進します。

【基本理念】

【基本理念】

出典：岡崎市HP

出典：岡崎市HP

出典：国土交通省HP

⑬交通バリアフリー化の推進

人にやさしい交通サービスを提供するために、交通バリアフリー化を促進します。鉄道駅については、バリアフ
リー法に基づきバリアフリー化を促進します。また、路線バス、タクシー車両について、乗降りが容易なノンス
テップバスやユニバーサルデザインタクシーなど、誰でも利用しやすい車両の導入促進に向けた働きかけを実施し
ていきます。

⑭移動制約者に対する支援

高齢化の進展や介護保険制度の改正などにともない、高齢者等の移動手段確保の必要性が
増大してきていることから、公共交通を考える上でも配慮が必要となるため、路線バスの
定額制フリーパス購入費用の一部負担を実施します。
また、運転免許自主返納の推進と公共交通の利用促進を図るために、公共交通機関等

補助支援を検討します。
近年、社会環境の変化により、子育てへの不安、孤立感を感じる家庭が増加しています。

また、社会で子どもを支える、子育て家庭にやさしい環境の整備が求められており、公共
交通の側面からも福祉施策と連携した支援が必要です。
乗合バスにおけるベビーカーの利用に対する周知や、子育て支援タクシーの利用に対する
支援等、子育てにやさしい移動を図るための施策を検討します。

⑮運賃制度の改善、運賃割引制度等の検討

乗り換え利便性の向上等に向けて、公共交通がより利用しやすい運賃設定への改善など、既存運賃制度の改善等
を交通事業者と検討していきます。
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施策事業の内容

⑰モビリティマネジメントの実施 【基本理念】

市民一人ひとりが「過度に自動車に頼る暮らし」から「適度に多様な交通手段を利用する暮らし」へとライフスタイ
ルを変えていくことも必要です。交通事業者や企業、市民等と連携し公共交通等の利用を促すための講習会や公共交通
に親しむイベントを開催するなどモビリティマネジメントの取組みの実施をとおして市民の意識変容を促す取組みを進
めます。
高齢化の進展に伴い身体的に自動車の運転が難しくなる人が増加することが見込まれています。高齢者の運転免許返

納支援としてタクシー運賃の割引制度が設けられるなど公共交通利用への転換の取組みの動きがあるなかで、公共交通
利用への転換がしやすい環境となるよう取組みを実施します。
また、環境にやさしい行動、この場合自動車から環境負荷のより少ない公共交通機関等に転換した際にポイントを付

与する仕組み等について検討をします。

⑱環境へ配慮した車両の導入

公共交通の利用促進などにより、社会全体としての環境負荷の抑制を図って
いく一方で、公共交通そのものの環境負荷の低減に向けて、低公害車の導入な
どを働きかけます。

出典：名古屋市交通局HP出典：豊田市HP

出典：岡崎市HP

⑯運転手確保策の実施

路線バス・タクシー運転手の高齢化や不足が指摘されている中で、路線バスやタクシーのサービスを維持する上で運転手の確保は必要不可欠です。
各交通事業者では、ホームページなどで運転手の求人を継続的に行っているものの、運転手確保は非常に苦慮している状況にあります。各交通事業者
が連携した合同就職面接・企業説明会や2種免許の取得支援など、運転手の確保策を検討します。
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施策事業の内容
⑲MaaS等の新技術の活用

【基本理念】

ここ数年、移動に関する予約・決済等の手続きをワンストップ化するMaaSや、デマンド交通等へのAI活用、自動運転による交通サービス等の新技
術が注目されてます。これらの技術は日々急速に進歩しており、実用化に向けた実証実験も各地で活発に行われてます。
このような動きは、移動手段の選択肢の拡大等、交通に係る課題解消の可能性を秘めていることから、本市としても今後の動きに注目し、市内での

新技術の活用に向けた可能性等を検討していきます。

出典：日本版MaaSの推進（国土交通省HP）
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施策事業の内容

⑳バス情報提供の充実 【基本理念】

バス利用促進のためには、交通結節点や主要な病院や商業施設、公共施設等でのバス情報の提供が求められます。市内のバス情報をGTFS（標準的な
バス情報フォーマット）データ化し、民間のバス検索システムに提供するなどバスデータのオープン化を図り、ネット上で経路やダイヤを検索できる
ようにするなど利便性の高い情報提供のあり方を検討します。

出典：GTFS-JP HP
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施策事業の内容

㉑新しい生活様式に対応した公共交通利用の周知・啓発

【基本理念】

交通事業者が実施する、車内の消毒、運転手に対する点呼時の検温などの取組について広く周知します。また、利用者に対してもマスク着用、手指消
毒、会話を控えるなど、安全で安心して利用できる公共交通の環境整備づくりに向けた啓発を行います。
新型コロナウイルスの動向を鑑みた上で、大幅に減ってしまった公共交通利用を回復させるための利用促進キャンペーンを展開します。

【基本理念】出典：日本バス協会HP
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